
バルブ塾【品質管理】 

製造業の現場を活性化する品質管理の実践的な学び 

今回は、皆さまより厚くご要望をいただいていた品質管理に関するバルブ塾を開講いたします。若手社

員や品質管理に携わる方々を対象に、品質向上に欠かせない知識と実践的なスキルを習得いただくた

めの内容となっております。グループワーク中心の対面形式で、実際に計算やグラフ作成を行いながら深く

学べる機会をご提供いたします。 

開催概要（完全対面／東京・機械振興会館） 

⚫ 基礎編１：10 月 29 日（水）13:00-16:00

［申込締切日：10 月 10 日（金）／ 振込期限：10 月 20 日（月）］

⚫ 基礎編２：12 月 9 日（火）13:00-16:00

［申込締切日：11 月 21 日（金）／ 振込期限：11 月 28 日（金）］

⚫ 基礎編１、２とも電卓をご持参ください。

⚫ ともにグループワークを実施。受講料は各講義 5 千円/名。

基礎編 1 は基礎の基礎、基礎編 2 は演習を主に実施予定です。

基礎編１の概要 

⚫ 対象：製造業の若手社員（技術者、開発者、間接部門、製造者など）。

⚫ 目的：品質管理の基本的な考え方と品質データの扱いに特化して理解を深め、実践のための基

礎知識（ばらつきなど）を習得する。QC サークル活動に初めて参加する方や、参加しているが基

本的な知識を習得したい方、技術部門ではないが品質管理の基礎を知りたい方にもオススメです。

⚫ 狙い：日々の業務の中で、実践している品質管理の基礎、論理を再習得し、生産性向上、

KAIZEN に活かして、製造現場の活性化を行う一助とする。

基礎編２の概要 

⚫ 対象：製造業の若手社員（技術者、開発者、間接部門、製造者など）。

⚫ 目的: 基礎編１（基礎の基礎）で学んだ品質管理の基本を応用し、ばらつきをコントロールしな

がら品質改善の手法や解析技術など、より現場に即した知識を習得する。

⚫ 狙い: 実践的な品質管理手法を活用し、データの「見える化」と「魅せる化」を通じて、生産性向

上や KAIZEN を推進する。
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研修の特徴 

⚫ 完全対面形式でグループワークを通じて理解を深める

⚫ 電卓持参で実際に計算・グラフ作成を体験

⚫ ものづくり現場に密接したカリキュラム

⚫ 自社の QC サークル活動に持ち帰り可能な手法

◆申込フォーム URL：https://form.run/@info-VreERkg9kZOcpcwwIVtW

◆受講料振込先： 下記口座へお振込みくださいますようお願いいたします。

品質管理の学びを深めたい方、製造現場の課題解決に興味のある方は、 

ぜひ本研修をご検討ください！ 

品質管理を「おもしろい」と感じ、実際に役立つスキルを手に入れる絶好のチャンスです。 

受講料お振込み先： みずほ銀行 虎ノ門支店 （普）１２２８６７４ 

口座名義 シャ）ニホンバルブコウギョウカイ 

一般社団法人 日本バルブ工業会（TEL：03-3434-1811） 

※振込期限： 基礎編１ 2025 年 10 月 20 日（月）、 基礎編２ 11 月 28 日（金）

※日限に間に合わない場合、調整できる場合がありますので事務局までご相談ください。

※原則として請求書・領収書は発行いたしておりませんのでご了承ください。

※銀行振込手数料は、申込企業様にてご負担をお願いいたします。

※個人でお振込みされる場合は、会社名も分かるようにお振込みください。
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2025年 7月 10日現在 

【 講師略歴 】 

１．氏名： 木村 潤（きむら じゅん） 

２．要約／略歴： 

現在、フリーランス、非常勤で一般社団法人 日本産業カウンセラー協会 九州支部 支部長として、業務。 

キャリアコンサルタントとして、キャリアカウンセリング、研修講師として、パワハラ、セクハラ、

最近は、カスハラ等、ハラスメント対応について、指導。社会貢献活動を中心に企業・団体を支援。 

SDGs教育、大学での講座などを担当。 

専門は、高分子材料における信頼性工学、及び故障物理学、キャリア心理学 

３．職務経歴： 

1985年 4月～2001年 3月 東陶機器株式会社 信頼性工学エンジニア、技術開発、新商品開発担当 

日本科学技術連盟 信頼性基礎コース講師、信頼性研究会運営委員 

2001年 4月～2003年 3月 同社 水栓機器事業部 水栓機器技術部長 

日本バルブ工業会 水栓部会 技術小委員長 

2003年 4月～2005年 3月 同社 中央技術研究所 高分子技術センターを設立、初代センター長 

兼 お客様本部 品質技術部 次長、兼 TOTOエンプラ開発部次長 

兼 TOTO精密株式会社 取締役  

2005年 4月～2009年 3月 SURYA TOTO INDONESIA Tbk. 副社長（日本側代表） 

2009年 4月～2012年 3月 TOTOエンプラ株式会社 代表取締役社長 

2012年 4月～2015年 3月 TOTO株式会社 人財本部 ヘルスケアセンター所長、社員相談室企画主幹 

2015年 4月～2017年 3月 TOTO株式会社 お客様本部 品質技術部 社内技術コンサルタント 

2017年 4月～2021年 3月 公立大学法人 北九州市立大学 キャリアセンター 学生支援担当部長 

学生相談室長兼務（～2019年 3月）、 

COC+（文科省地方創生事業補助事業）コーディネータ（13大学連携） 

JICAカンボジア プノンペン都の産業人材育成プロジェクト担当講師 

2021年 4月～2022年 3月 公立大学法人 北九州市立大学 地域連携・国際担当部長（SDGs担当） 

就職支援アドバイザー 

2022年 4月～2024年 2月 北九州産業学術推進機構 ＜FAIS＞ ：産学連携担当部長 

2019年 7月～2023年 6月 一般社団法人 日本産業カウンセラー協会 理事（協会員 3万人） 

2023年 7月～ 現職：一般社団法人 日本産業カウンセラー協会 九州支部（2500人） 支部長 

４．業界業務経験： 

COC+（文科省地方創生事業補助事業）コーディネータ（13大学連携） 

JICAカンボジア プノンペン都の産業人材育成プロジェクト担当（3科目） 

9大学（北九州市立大学、九州国際大学、九州女子大学、九州共立大学、九州工業大学、 

北九州工業専門学校、九州栄養福祉大学、西南女学院大学、梅光学院大学） 

キャリア連携会議コーディネータ

日本科学技術連盟 信頼性基礎、実践コース講師、信頼性研究会副委員長、 

日本バルブ工業会水栓部会 技術小委員会委員長、浄水器協会 理事、浄水シャワー分科会副委員長、 

ジャカルタジャパンクラブ（インドネシア ジャカルタの JJC；商工会議所） 理事、生活部会長、 
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福岡県京都郡苅田町 商工会議所理事、広報委員 

（一社）日本産業カウンセラー協会 理事後九州支部長 

５．著書： 

「信頼性ハンドブック」；日科技連出版社、 

「ゴム・樹脂製品における故障解析と寿命予測」；日本テクノセンター、 

「故障物理と寿命予測」；日科技連テキスト、 

「機械・構造系製品の信頼性」日科技連出版社（2021年 5月発刊）右図 

 

 

 

以上 

 

６．参考：所有資格 

 国家資格 キャリアコンサルタント、キャリコンサルティング 2級技能士、CDA（Career Development 

Adviser） 

 産業カウンセラー、日本産業カウンセラー協会九州支部認定講師、高等学校教員免許（1 級） 

 防災士、両立支援コーディネータ、衛生管理者（Ⅰ種）、メンタルヘルスマネジメント検定（2種） 

SP（Sleep Planner：睡眠学）、心理相談員（中災防）、給水装置工事主任技術者（国家資格） 

プロティアンキャリア公認ファシリテーター、SDGsカードゲーム公認ファシリテーター 
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